
内
田
魯
庵
研
究

は
じ
め
に

明
治
・
大
正
時
代
を
代
表
す
る
文
芸
批
評
家
内
田
貢
こ
と
魯
庵
（
不
知
庵
）
は
明
治
二
十
一
年
十

月
二
十
日
『
女
學
雜
誌
』
掲
載
の
文
芸
批
評
「
山
田
美
妙
大
人
の
小
説
」
で
文
壇
に
登
場
し
た
。
処

女
批
評
掲
載
の
関
係
か
ら
、
一
年
余
り
は
主
に
『
女
學
雜
誌
』
を
活
動
の
場
と
し
て
い
た
も
の
の
、

明
治
二
十
三
年
に
一
転
『
國
民
新
聞
』
へ
入
社
す
る
。『
國
民
新
聞
』
は
総
合
雑
誌
『
國
民
之
友
』

で
成
功
を
収
め
た
徳
富
猪
一
郎
こ
と
蘇
峰
が
新
聞
事
業
へ
の
展
開
を
目
論
み
、
明
治
二
十
三
年
二
月

に
創
刊
し
た
新
聞
で
あ
る
。
魯
庵
は
創
刊
の
一
員
に
名
を
連
ね
て
文
芸
面
を
担
当
し
た
が
、
入
社
か

ら
一
年
を
待
た
ず
し
て
『
國
民
新
聞
』
を
退
く
こ
と
と
な
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
魯
庵
の
『
國
民
新

聞
』
時
代
を
考
察
す
る
た
め
の
第
一
段
階
と
し
て
、
魯
庵
が
生
涯
で
唯
一
の
新
聞
社
社
員
と
な
っ
た

経
緯
に
つ
い
て
民
友
社
側
の
資
料
を
中
心
に
精
査
し
、
自
筆
回
想
と
の
整
合
性
を
検
証
す
る
。
ま
た

蘇
峰
の
諸
評
論
を
整
理
し
、
文
学
理
念
と
い
う
観
点
か
ら
も
魯
庵
が
『
國
民
新
聞
』
へ
入
社
し
た
理

由
を
考
察
す
る
こ
と
と
す
る
。

一　
『
國
民
新
聞
』
入
社
経
緯

先
ず
魯
庵
が
『
國
民
新
聞
』
入
社
に
つ
い
て
自
ら
触
れ
た
も
の
と
し
て
は
、
回
想
録
「
問
は
ず
語

り
（
文
學
志
望
者
の
爲
め
）」（
明
治
四
十
一
年
十
二
月
『
趣
味
』）（
以
下
、「
問
は
ず
語
り
」
と
略
）

と
回
想
録
「
二
十
年
前
の
國
民
新
聞
及
び
當
時
の
文
壇
」（
明
治
四
十
三
年
二
月
十
一
日
『
東
京
朝

日
新
聞
』）
が
あ
る
。「
問
は
ず
語
り
」
に
よ
る
と
、
魯
庵
は
「
二
十
二
年
（
明
治
二
十
二
年
＝
引
用

者
）
の
暮
斷
然
女
學
雜
誌
社
を
退
社
」
し
、「
二
十
三
年
（
明
治
二
十
三
年
＝
引
用
者
）
の
一
月
か

ら
八
月
ま
で
民
友
社
に
入
社
し
て
編
輯
局
の
諸
賢
の
末
班
に
座
し
た
」
と
い
う
。
な
お
『
女
學
雜
誌
』

を
去
っ
た
理
由
は
『
罪
と
罰
』
を
読
み
、ま
た
二
葉
亭
四
迷
と
出
会
う
こ
と
で
「
眞
面
目
な
る
文
學
」

を
知
り
、「
俄
に
非
常
な
る
壓
重
を
頭
上
に
感
じ
て
迚
も
自
分
の
プ
ア
な
弱
い
意
久
地
の
無
い
頭
で

は
文
學
を
脊
負
う
事
が
出
來
な
く
な
つ
た
」
の
で
「
暫
ら
く
勉
強
し
や
う
と
思
つ
た
」
ら
し
い
。
だ

が
民
友
社
社
主
の
蘇
峰
が
「
私
（
魯
庵
＝
引
用
者
）
の
や
う
な
靑
二
才
を
呼
ん
で
呉
れ
ら
れ
た
知
己

に
感
じ
た
」
た
め
、『
國
民
新
聞
』
入
社
を
承
諾
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
魯
庵
は
入
社
の
際
、
蘇

峰
の
「
知
己
」
に
む
く
い
る
だ
け
の
「
學
才
力
量
」
が
な
い
こ
と
を
「
自
ら
省
み
る
思
慮
は
無
か
つ

た
」
と
綴
っ
て
い
る
。
ま
た
「
二
十
年
前
の
國
民
新
聞
及
び
當
時
の
文
壇
」
に
も
「
德
富
君
の
知
己

に
感
じ
て
入
社
し
た
」
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
「
一
向
書
か
ず
に
遊
ん
で
ば
か
り
ゐ
た
」
た
め
に
同
じ

く
『
國
民
新
聞
』
の
「
社
員
」
で
あ
っ
た
竹
越
與
三
郎
か
ら
は
「
之
か
ら
少
し
勉
強
し
て
戴
か
な
く

て
は
…
…
」
と
当
て
こ
す
ら
れ
、
蘇
峰
か
ら
も
「
新
聞
記
者
た
る
者
の
心
得
は
斯
う
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
と
い
う
長
々
し
い
忠
告
手
紙
を
請
取
つ
た
」
と
い
う
。
そ
れ
で
も
「
依
然
と
し
て
勉
強
し
な
か
つ

た
」
魯
庵
は
「
到
頭
旅
行
中
、（
中
略
）
突
然
郵
便
で
免
職
を
申
渡
さ
れ
」
た
。「
二
十
年
前
の
國
民

新
聞
及
び
當
時
の
文
壇
」
に
よ
る
と
、
魯
庵
が
「
國
民
新
聞
社
員
で
あ
つ
た
の
は
創
立
か
ら
九
月
の

初
め
迄
漸
と
半
年
で
あ
つ
た
」
と
い
う
。

以
上
の
回
想
に
従
う
と
、
魯
庵
が
『
國
民
新
聞
』
の
「
社
員
」
で
あ
っ
た
時
期
は
明
治
二
十
三
年

一
月
か
ら
八
月
、
も
し
く
は
九
月
ま
で
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
当
時
の
『
女
學
雜
誌
』
を

確
か
め
る
と
、
魯
庵
の
筆
と
見
做
せ
る
文
章
は
文
芸
批
評
「
漣
山
人
の
『
梢
上
月
』」（
明
治
二
十
三

年
一
月
一
日
『
女
學
雜
誌
』）
が
最
後（

（
（

で
あ
り
、「
二
十
二
年
の
暮
斷
然
女
學
雜
誌
社
を
退
社
」
し
た

と
い
う
回
想
を
裏
付
け
て
い
る
。
ち
な
み
に
今
日
確
認
で
き
る
「
漣
山
人
の
『
梢
上
月
』」
に
次
ぐ

魯
庵
文
は
『
國
民
新
聞
』
創
刊
号
に
掲
載
の
評
論
「
島
田
三
郎
氏
に
質
す
」（
明
治
二
十
三
年
二
月

一
、二
日
『
國
民
新
聞
』）
で
あ
り
、「
創
立
」
か
ら
「
社
員
」
で
あ
っ
た
と
い
う
回
想
と
も
矛
盾
し

な
い
。
ま
た
魯
庵
の
入
社
時
期
に
つ
い
て
は
蘇
峰
も
魯
庵
の
追
悼
文
の
一
つ
「
生
眞
面
目
な
人
」（
昭

内
田
魯
庵
研
究

―
―
『
國
民
新
聞
』
入
社
経
緯
を
中
心
に
―
―
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大
正
大
学
大
学
院
研
究
論
集　

第
三
十
五
号

和
四
年
九
月
五
日
『
愛
書
趣
味
』）
の
な
か
で
、「
明
治
二
十
三
年
二
月
、『
國
民
新
聞
』
創
刊
以
來
、

當
分
は
几
案
を
連
ら
ね
て
仕
事
を
し
た
事
も
あ
つ
た
」
と
綴
っ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
二
月
一
日
発
行
の
創
刊
号
に
掲
載
が
確
認
で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
際
に
は
「
問
は

ず
語
り
」
の
回
想
通
り
「
二
十
三
年
の
一
月
か
ら
」
入
社
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
魯
庵
と

同
じ
く
『
國
民
新
聞
』
創
刊
当
時
に
「
社
員
」
で
あ
っ
た
小
沢
打
魚
の
回
想
録
「
回
顧
の
記
・
多
士

済
々
」（
大
正
四
年
三
月
二
、三
日
『
國
民
新
聞
』）
を
確
か
め
る
と
、
当
時
の
「
社
員
」
が
明
治

二
十
三
年
二
月
一
日
の
創
刊
号
を
発
刊
す
る
た
め
に
「
一
月
の
十
六
日
よ
り
入
社
」
し
た
こ
と
が
わ

か
る
。
創
刊
当
時
の
「
社
員
」
が
一
月
十
六
日
に
入
社
し
た
こ
と
は
、
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
編

『
徳
富
蘇
峰　

記
念
館
所
蔵

民
友
社
関
係
資
料
集
（
民
友
社
思
想
文
学
叢
書
別
巻
）』（
昭
和
六
十
年
五
月
、
三
一
書
房
）

収
録
の
「
日
誌
」
か
ら
も
確
認
で
き
る
。『
徳
富
蘇
峰　

記
念
館
所
蔵

民
友
社
関
係
資
料
集
』
収
録
の
高
野
静
子
「
解
題
」

に
よ
る
と
「
日
誌
」
は
「
二
三
・
六
㎝
×
一
五
・
六
㎝
和
綴
帳
。
墨
書
」
で
あ
り
、「
国
民
新
聞
社
々

員
の
給
料
日
誌
」
と
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
さ
て
社
員
給
料
「
日
誌
」
に
は
明
治
二
十
三
年
一
月
か

ら
明
治
二
十
五
年
十
月
ま
で
の
「
編
輯
員
給
料
」、
及
び
「
事
務
員
給
料
」
が
一
ヶ
月
（
明
治

二
十
三
年
一
月
の
み
半
月
）
ご
と
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
な
か
の
「
明
治
二
十
三
年
一
月
分
編

輯
員
給
料
」
の
項
に
「
一
金（

（
（

十
二
円
五
十
銭
也　

下
半
月
分　

内
田
（
魯
庵
＝
引
用
者
）」
の
記
述

が
確
認
で
き
る
。
二
つ
隣
に
は
「
一
金
三
円
七
十
五
銭
也　

下
半
月
分　

小
沢
（
打
魚
＝
引
用
者
）」

の
記
述
も
認
め
ら
れ
、「
下
半
月
分
」
と
い
う
箇
所
か
ら
打
魚
の
回
想
通
り
一
月
十
六
日
に
入
社
し

て
い
た
も
の
と
推
定
で
き
る
。
さ
ら
に
『
徳
富
蘇
峰　

記
念
館
所
蔵

民
友
社
関
係
資
料
集
』
収
録
の
「
国
民
新
聞
創
刊

直
前
蘇
峰
覚
書（

（
（

」（
以
下
、「
蘇
峰
覚
書
」
と
略
）
か
ら
、
魯
庵
が
「
一
月
七
日
」
に
「
25
円
ニ
て
社

員
と
し
て
文
学
上
の
事
ヲ
担
当
ス
ル
」
こ
と
を
蘇
峰
に
「
約
束
」
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
整
理

す
る
と
、魯
庵
は
文
学
修
業
を
理
由
と
し
て
明
治
二
十
二
年
末
に
『
女
學
雜
誌
』
を
去
っ
た
も
の
の
、

蘇
峰
の
「
知
己
に
感
じ
」、
先
ず
明
治
二
十
三
年
一
月
七
日
に
『
國
民
新
聞
』
の
「
社
員
」
と
な
る

こ
と
を
「
約
束
」
し
、
一
月
十
六
日
か
ら
正
式
に
入
社
し
た
こ
と
に
な
る
。

な
お
「
蘇
峰
覚
書
」
か
ら
、
魯
庵
の
月
給
が
二
十
五
円
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
日
誌
」
か

ら
も
、
前
述
し
た
「
一
金
十
二
円
五
十
銭
也　

下
半
月
分
」
を
初
め
と
し
て
、
魯
庵
の
給
料
が
一
ヶ

月
「
一
金
二
十
五
円
」
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
二
十
五
円
と
い
う
月
給
は
『
國
民
新
聞
』

で
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
竹
越
や
人
見
一
太
郎
と
同
額
で
あ
り
、
挿
絵
画
家
と
し
て
別
格
扱

い
で
入
社
し
た
久
保
田
米
僊
の
七
十
円
を
除
く
と
、当
時
の
「
社
員
」
の
な
か
で
最
高
額
で
あ
っ
た
。

「
生
眞
面
目
な
人
」
に
お
け
る
「
明
治
二
十
三
年
、『
國
民
新
聞
』
を
發
刊
す
る
に
際
し
、
記
者
（
蘇

峰
＝
引
用
者
）
が
最
初
に
著
眼
し
た
る
は
、
繪
畵
に
於
け
る
久
保
田
米
僊
君
と
、
文
學
評
論
に
於
け

る
内
田
不
知
庵
君
（
今
の
魯
庵
君
）
で
あ
っ
た
」
と
い
う
回
想
と
併
せ
て
、
当
時
の
蘇
峰
が
文
芸
批

評
家
と
し
て
の
魯
庵
の
腕
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
で
き
よ
う
。
ち
な
み
に
『
明
治
職
官
沿

革
表
附
録

歴

年
官
等
俸
給
及
定
員
表
明
治
二
十
三
年

　
　
　
　

』（
明
治
二
十
四
年
三
月
、
内
閣
記
録
局
）
の
記
録
か
ら
、
魯
庵

の
月
給
二
十
五
円
と
は
月
俸
「
三
拾
圓
以
下

拾
五
圓
以
上

」
の
尋
常
師
範
学
校
「
助
敎
諭
」
と
同
額
で
あ
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
こ
の
金
額
は
「
文
部
省
訓
令
第
八
號
」（
明
治
十
九
年
十
月
九
日
「
官
報
」
掲
載
）
に
お

け
る
「
尋
常
師
範
學
校
職
員
俸
額
表
」
に
従
っ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
は
「
敎
諭
」
の
月
俸
が
「
七

拾
五
圓
以
下
三
拾
圓
以
上
」
の
時
代
で
あ
っ
た
。『
國
民
新
聞
』
の
「
社
員
」
給
料
が
、
決
し
て
高

額
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
え
る（

（
（

。

と
こ
ろ
が
魯
庵
の
月
給
は
六
月
分
か
ら
、
さ
ら
に
「
一
金
二
十
円
」
に
減
額
さ
れ
て
い
る
。
減
額

の
理
由
は
、
魯
庵
の
明
治
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
付
蘇
峰
宛
書
簡（

（
（

に
詳
し
い
。
こ
の
書
簡
は
当
時

売
出
し
中
の
詩
人
で
あ
っ
た
中
西
梅
花
を
『
國
民
新
聞
』
に
招
聘
す
る
た
め
に
訪
れ
た
魯
庵
が
、
条

件
の
変
更
を
蘇
峰
に
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。
当
初
『
國
民
新
聞
』
で
は
月
給
十
五
円
で
、
梅
花
を

招
く
つ
も
り
で
あ
っ
た（

（
（

。
だ
が
魯
庵
の
蘇
峰
宛
書
簡
に
は
「
十
五
円
に
て
は
中
々
に
衣
食
に
も
さ
し

支
へ
候
わ
け
な
れ
ば
―
―
殊
に
森
田（

（
（

に
対
し
て
も
と
申
す
様
な
る
次
第
」
で
、
是
非
と
も
二
十
円
は

「
御
融
通
」
し
て
も
ら
い
た
い
と
綴
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
魯
庵
は
梅
花
を
「
実
に
畏
敬
す
べ
き
男
」

と
称
揚
し
、
も
し
給
料
の
増
額
が
不
可
能
な
ら
ば
「
小
生
の
二
十
五
円
を
二
十
円
と
な
し

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

そ
の
五
円

を
中
西
に
与
へ
て
二
十
円

9

9

9

と
致
し
て
、
小
生
に
於
て
は
苦
情
な
し

4

4

4

4

」
と
ま
で
申
し
出
て
い
る
。
実
際

に
魯
庵
の
給
料
は
書
簡
の
翌
月
か
ら
減
額
さ
れ
、
同
時
に
「
日
誌
」
の
六
月
分
「
編
輯
員
給
料
」
の

項
に
「
一
金
二
十
円　

中
西
」
の
名
前
が
登
場
し
て
い
る
。
書
簡
に
窺
え
る
魯
庵
の
申
し
出
が
了
承

さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
蘇
峰
は
「
生
眞
面
目
な
人
」
の
な
か
で
書
簡
の
内
容
に
触
れ
、「
此
の
書
翰

は
凡
有
る
意
味
に
於
て
、
内
田
君
そ
の
人
の
面
目
を
躍
如
た
ら
し
め
て
ゐ
る
」
と
綴
っ
た
上
で
、「
此

く
の
如
く
君
は
吾
社
の
爲
に
も
計
り
そ
の
友
人
の
爲
に
も
計
り
、
そ
の
爲
に
は
自
ら
を
犠
牲
と
し
て

も
か
ま
は
な
い
程
の
心
意
氣
の
持
主
で
あ
つ
た
」
と
称
え
て
い
る
。
蘇
峰
は
魯
庵
宛
書
簡（

（
（

で
梅
花
に

十
五
円
の
給
料
を
提
示
す
る
の
が
「
精
一
杯
」
と
表
白
し
て
お
り
、「
吾
社
の
爲
に
も
計
り
」
と
は

魯
庵
が
自
ら
の
薄
給
を
削
っ
て
ま
で
『
國
民
新
聞
』
の
た
め
に
梅
花
を
招
聘
し
て
く
れ
た
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
梅
花
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
、
文
壇
仲
間
を
大
切
に
し
た
魯
庵
の
人
間

性
が
垣
間
見
え
る
。

さ
て
魯
庵
が
『
國
民
新
聞
』
の
「
社
員
」
と
し
て
働
い
て
い
た
の
は
、
自
筆
回
想
通
り
明
治

二
十
三
年
九
月
ま
で
で
あ
っ
た
。
退
社
時
期
を
九
月
と
推
定
で
き
る
根
拠
は
、
社
員
給
料
「
日
誌
」

に
お
い
て
魯
庵
の
名
前
が
、
明
治
二
十
三
年
「
九
月
分
編
輯
員
給
料
」
の
項
を
最
後
に
確
認
で
き
な

二



内
田
魯
庵
研
究

く
な
る
た
め
で
あ
る
。
繰
り
返
す
が
魯
庵
は
退
社
の
理
由
を「
一
向
書
か
ず
に
遊
ん
で
ば
か
り
ゐ
た
」

上
に
、
蘇
峰
か
ら
「
長
々
し
い
忠
告
手
紙
を
請
取
つ
」
て
も
「
依
然
と
し
て
勉
強
し
な
か
つ
た
」
た

め
と
回
想
し
て
い
る
（「
二
十
年
前
の
國
民
新
聞
及
び
當
時
の
文
壇
」）。『
國
民
新
聞
』
に
お
い
て
魯

庵
が
芳
し
い
活
躍
を
し
な
か
っ
た
こ
と
は
蘇
峰
も「
生
眞
面
目
な
人
」で
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、『
女

學
雜
誌
』
誌
上
に
お
け
る
魯
庵
の
「
縱
横
無
礙
に
文
藝
的
批
評
を
試
み
た
」
手
腕
を
評
価
し
て
招
聘

し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
思
ふ
た
程
の
働
き
を
爲
さ
な
か
つ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
試
し
に
明

治
二
十
三
年
二
月
か
ら
九
月
ま
で
『
國
民
新
聞
』
に
掲
載
の
魯
庵
文
を
概
括
し
て
み
る
と
、
発
表
自

体
は
定
期
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
の
大
抵
が
雑
録
の
類
で
あ
り
、
専
門
の
文
芸
批
評
も
「
島
田

三
郎
氏
に
質
す
」
の
他
は
「『
浮
城
物
語
』
を
讀
む
」（
明
治
二
十
三
年
五
月
八
、十
六
、二
十
三
日
）

と
「
龍
溪
居
士
に
質
す
」（
明
治
二
十
三
年
七
月
十
五
、十
六
日
）
く
ら
い
し
か
特
筆
す
べ
き
も
の
が

な
い
。
後
は
「
梅
見
ず
の
記
」（
明
治
二
十
三
年
二
月
九
、十
三
、十
六
、十
九
日
）
や
「
安
房
巡
礼
」

（
明
治
二
十
三
年
三
月
二
十
八
、三
十
日
、
四
月
一
日
）、
そ
し
て
「
隨
感
隨
録
」（
明
治
二
十
三
年
五

月
四
、六
日
『
國
民
新
聞
』）
な
ど
紀
行
文
の
連
載
だ
け
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
紀
行
文
は
当
時
の
魯
庵

の
交
友
関
係
や
、
明
治
二
十
年
代
の
社
会
風
俗
を
窺
う
上
で
興
味
深
い
文
章
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い

な
い
。
だ
が
『
女
學
雜
誌
』
時
代
の
「
縱
横
無
礙
」
な
「
文
藝
的
批
評
」
を
見
込
ん
で
招
聘
し
た
以

上
、
蘇
峰
が
物
足
り
な
い
と
感
じ
た
こ
と
も
納
得
で
き
る
。

一
方
で
蘇
峰
は
魯
庵
の
「
自
由
手
腕
」
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
原
因
を
、「
寧
ろ
當
時
國
民
新
聞

中
の
雰
圍
氣
が
、
君
と
全
く
合
致
し
な
か
つ
た
爲
」
と
見
做
し
て
い
る
。「
生
眞
面
目
な
人
」
に
よ

る
と
当
時
の
『
國
民
新
聞
』
の
「
社
員
」
は
「
孰
れ
も
概
し
て
田
舎
漢
」
で
あ
り
、「
殆
ん
ど
宗
敎

的
熱
心
を
以
て
政
治
を
見
、
政
治
的
熱
心
を
以
つ
て
宗
敎
を
見
た
」
と
い
う
。
と
こ
ろ
が
「
生
粹
の

江
戸
兒
で
あ
つ
た
」
魯
庵
は
「
我
等
（「
田
舎
漢
」
の
『
國
民
新
聞
』
の
「
社
員
」
の
こ
と
―
注
引

用
者
）
の
所
謂
政
治
や
宗
敎
に
は
、
左
程
の
熱
心
は
無
く
、
謂
は
ば
常
識
あ
る
文
藝
至
上
主
義
者
で

あ
つ
た
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
確
か
に
『
女
學
雜
誌
』
時
代
の
魯
庵
批
評
、と
り
わ
け
『
女
學
雜
誌
』

社
主
の
巖
本
善
治
と
の
間
に
起
っ
た
「
小
説
論
略
」
論
争
な
ど
を
考
慮
す
れ
ば
、
魯
庵
が
「
政
治
や

宗
敎
」
よ
り
も
文
学
プ
ロ
パ
ー
と
し
て
「
文
藝
」
を
重
視
し
た
と
い
う
蘇
峰
の
所
見
は
う
な
ず
け
る
。

も
ち
ろ
ん
蘇
峰
た
ち
と
い
え
ど
も
「
文
藝
」
に
関
し
、
全
く
の
「
無
關
心
」
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が

そ
れ
で
も
魯
庵
が
「
元
禄
時
代
の
文
學
―
―
西
鶴
等
を
耽
讀
し
、
編
輯
局
に
、
淡
島
寒
月
君
よ
り
西

鶴
の
『
一
代
男
』
の
原
本
等
を
借
り
來
つ
て
、
世
之
介
が
遠
目
鏡
に
て
女
性
の
行
水
す
る
の
を
二
階

か
ら
眺
む
る
圖
な
ど
を
示
し
、
そ
れ
を
得
意
と
し
た
る
」
こ
と
な
ど
に
は
、
不
快
感
を
抱
か
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
い
う
。
打
魚
も
「
回
顧
の
記
・
多
士
済
々
」
の
な
か
で
魯
庵
が
「
壮
き
身
空
に
金
縁

の
眼
鏡
を
か
け
、
海
豹
襟
の
二
重
外
套
を
寛
濶
り
と
著
流
し
」
た
「
風
采
」
で
、「
頻
り
に
元
禄
文

学
の
効
能
を
呶
々
」
し
て
い
た
と
回
想
し
て
い
る
。
蘇
峰
の
見
解
に
よ
る
と
、魯
庵
は
『
國
民
新
聞
』

の
雰
囲
気
と
「
そ
り
が
合
は
な
か
つ
た
」
の
で
あ
る
。

な
お
当
時
の
蘇
峰
に
「
田
舎
漢
」（
明
治
二
十
二
年
六
月
一
日
『
國
民
之
友
』）
と
い
う
評
論
が
あ

る
。
蘇
峰
は
往
々
に
し
て
人
か
ら
「
輕
蔑
」
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
「
田
舎
漢
」
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

明
治
維
新
か
ら
も
窺
え
る
事
実
と
し
て
、「
天
下
の
大
事
を
負
擔
す
る
に
堪
ゆ
る
」
と
い
う
「
田
舎

漢
」
の
性
質
を
称
揚
し
て
い
る
。
即
ち
「
爲9

す
可
き
所
を
知

9

9

9

9

9

9

」
り
、「
爲9

す
可
き
所
を
行

9

9

9

9

9

9

」
な
い
、「
道9

行
き
に
頓
着
せ

9

9

9

9

9

9

」
ず
、「
直
截
9

9

」・「
眞
摯
9

9

」
で
あ
り
、
ま
た
「
一9

氣9

奔
注
9

9

」
し
、「
堅
忍
不
抜

9

9

9

9

」
で
あ

り
、「
紛
々
た
る
邪
念
俗
慮

9

9

9

9

9

9

9

9

」
に
も
「
煩
は
9

9

」
さ
れ
る
こ
と
な
く
、し
か
も
「
失
敗
を
恐
れ

9

9

9

9

9

」
ず
、「
成9

功
に
9

9

滿9

足9

」
す
る
こ
と
の
な
い
性
質
で
あ
る
。「
田
舎
漢
」
の
主
眼
は
「
田
舎
紳
士
」・「
田
舎
書
生
」

が
都
会
の
「
腐
敗
」
に
惑
わ
さ
れ
、
堕
落
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
戒
め
る
点
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う

に
「
都
人
士
」
の
「
腐
敗
」
を
嫌
い
、「
理
想
的
の
田
舎
漢

9

9

9

9

9

9

9

」
を
重
ん
じ
て
い
た
蘇
峰
で
あ
る
。『
好

色
一
代
男
』
の
卑
俗
な
挿
絵
を
示
し
て
喜
ぶ
「
生
粹
の
江
戸
兒
」
魯
庵
の
行
動
を
、
苦
々
し
く
感
じ

て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

但
し
魯
庵
と
民
友
社
と
の
関
係
自
体
は
、『
國
民
新
聞
』
退
社
後
も
続
い
た
。
魯
庵
の
『
國
民
新
聞
』

へ
の
寄
稿
は
明
治
二
十
四
年
頃
ま
で
、
ま
た
『
國
民
之
友
』
へ
の
寄
稿
は
明
治
二
十
八
年
ま
で
継
続

し
て
行
な
わ
れ
て
い
る（

（
（

。
た
と
え
「
そ
り
が
合
は
な
か
つ
た
」
と
し
て
も
、
蘇
峰
が
一
人
の
文
芸
批

評
家
と
し
て
魯
庵
を
高
く
評
価
し
て
い
た
こ
と
に
変
わ
り
は
な
か
っ
た
。

二　

蘇
峰
の
文
学
観

次
に
文
学
理
念
と
い
う
観
点
か
ら
魯
庵
と
『
國
民
新
聞
』
と
の
関
係
を
導
く
た
め
、
明
治
二
十
年

代
前
半
の
蘇
峰
の
諸
評
論
を
整
理
し
た
い
。
資
料
と
す
る
の
は
、
評
論
家
蘇
峰
の
名
を
一
躍
世
間
に

知
ら
し
め
た
総
合
雑
誌
『
國
民
之
友
』（
明
治
二
十
年
二
月
十
五
日
創
刊
）
掲
載
の
文
学
論
で
あ
る
。

先
ず
表
紙
に
記
載
さ
れ
た
文
章
か
ら
、『
國
民
之
友
』
が
「
政
治
、
社
會
、
經
濟
、
及
ひ
文
學
の
評

論
と
し
て
、
今
日
我
邦
無
數
の
新
聞
雜
誌
世
界
に
單
身
獨
歩
一
頭
地
を
出
し
た
る
雜
誌
」
を
標
榜
し

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
当
時
の
蘇
峰
は
既
に
『
将
來
之
日
本
』（
明
治
十
九
年
十
月
、
經
濟

雜
誌
社
）
で
経
済
主
義
や
平
民
主
義
に
関
し
て
論
説
し
て
お
り
、ま
た
『
國
民
之
友
』
創
刊
後
も
『
新

日
本
之
青
年
』（
明
治
二
十
年
四
月
、
集
成
社
）
な
ど
の
社
会
文
明
論
を
上
梓
し
て
い
る
。
従
来
の

活
動
内
容
を
考
え
れ
ば
「
政
治
、
社
會
、
經
濟
」
の
評
論
を
主
要
な
目
的
と
し
て
掲
げ
た
こ
と
は
当

三
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然
で
あ
る
が
、「
文
學
」
の
評
論
も
同
等
の
目
的
の
一
つ
と
位
置
付
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
蘇
峰
が

文
学
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
見
出
せ
よ
う
。

蘇
峰
が
文
学
を
重
視
し
た
背
景
と
し
て
は
、
魯
庵
も
処
女
批
評
「
山
田
美
妙
大
人
の
小
説
」（
明

治
二
十
一
年
十
月
二
十
日
、
十
一
月
三
日
『
女
學
雜
誌
』）
で
触
れ
た
新
文
学
台
頭
の
気
運
が
挙
げ

ら
れ
る
。『
國
民
之
友
』
は
表
紙
に
掲
げ
て
あ
る
よ
う
に
、「
當
今
の
時
勢
」・「
天
下
の
大
勢
」
を
強

く
意
識
し
た
雑
誌
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。
蘇
峰
は
矢
野
龍
溪『
齊
武
名
士

經
國
美
談
』（
明
治
十
六
年
三
月
、

明
治
十
七
年
二
月
、
報
知
社
）
や
末
廣
鐵
膓
『
雪
中
梅
』（
明
治
十
九
年
八
月
、
十
一
月
、
博
文
堂
）

な
ど
に
代
表
さ
れ
る
政
治
小
説
の
隆
盛
、
及
び
坪
内
逍
遙
『
小
説
神
髓
』（
全
九
冊
、
明
治
十
八
年

九
月
～
明
治
十
九
年
四
月
、
松
月
堂
）
が
結
果
と
し
て
嚮
導
す
る
こ
と
と
な
っ
た
人
情
主
義
小
説
の

勃
興
と
い
う
「
當
今
の
時
勢
」
を
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
い
ち
早
く
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る（
（（
（

。

も
う
一
つ
の
背
景
と
し
て
は
、
文
学
・
文
学
者
を
崇
高
な
存
在
と
見
做
し
た
ア
メ
リ
カ
の
思
想
家

Ｒ.

Ｗ.

エ
マ
ソ
ン
の
影
響
が
指
摘
で
き
る
。
初
期
の
蘇
峰
が
エ
マ
ソ
ン
の
影
響
の
も
と
に
文
学
・

文
学
者
の
存
在
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
は
、「
新
日
本
の
詩
人
」（
明
治
二
十
一
年
八
月
十
七
日
『
國

民
之
友
』）
に
顕
著
で
あ
る
。
蘇
峰
は
「
新
日
本
の
詩
人
」
の
冒
頭
で
「
汝
（
詩
人
＝
引
用
者
）
は

眞
に
地
の
神
な
り
、
海
の
神
な
り
、
空
氣
の
神
な
り
」
と
い
う
エ
マ
ソ
ン
の
言
葉
を
引
用
し
た
上
で
、

詩ポ
ヱ
ッ
ト人

は
、
實
に
斯
く
の
如
き
者
な
り
。
彼
宇
宙
の
美
妙
を
吸
収
し
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
之
れ
を
同
胞
の
人
類

9

9

9

9

9

9

9

9

に
分
配
す
る
も
の

9

9

9

9

9

9

9

な
り
9

9

。
宇
宙
の
秘
密
を
穿
鑿
し
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
之
れ
を
同
胞
の
人
類
に
説
明
す
る
も
の

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

な
り
9

9

。
自
か
ら
美
妙
觀
念
を
以
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
天
地
萬
有
よ
り
動
か
さ
れ
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
更
に
美
妙
の
觀
念
を

9

9

9

9

9

9

9

9

以
て
9

9

、

人
間
社
會
を
動
か
す
者
な
り

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

。
而
し
て
其
動
か
す
や

9

9

9

9

9

9

9

9

、
皮
相
に
非
ず
し
て

9

9

9

9

9

9

9

、
人
間
胸
臆
最
後
の

9

9

9

9

9

9

9

琴
線
に
觸
る
ゝ
も
の

9

9

9

9

9

9

9

9

な
り
9

9

。

と
詩
人
を
称
え
て
い
る
。
か
つ
て
『
将
來
ノ
日
本
』
に
お
い
て
、「
社
會
ノ
分
子

4

4

4

4

4

」
が
互
い
に
関
連

し
合
う
と
論
じ
て
い
た
蘇
峰
で
あ
る
。「
人
間
社

9

9

9

會9

を
動
か
す

9

9

9

9

」
と
い
う
詩
人
（
文
学
者
）
の
存
在

を
重
視
し
た
こ
と
は
当
然
で
あ
っ
た
。
な
お
「
新
日
本
の
詩
人
」
で
は
当
代
の
「
文
學
隆
運
の
期
」

に
お
い
て
、
文
学
の
主
位
で
あ
る
詩
が
「
進
歩
せ
ざ
る
」
原
因
を
追
究
す
る
こ
と
に
焦
点
が
当
て
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
で
蘇
峰
は
詩
人
が
右
引
用
箇
所
の
如
き
「
高
尚
な
る
責
任
を
有
す
る
こ
と
」
を
訴

え
、
詩
人
に
自
ら
の
「
地
位
」
の
崇
高
さ
を
自
覚
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
「
進
歩
」
の
実
現
を
目

指
し
た
の
で
あ
る
。

同
様
の
主
旨
は
「
文
學
の
目
的
は
人
を
樂
ま
し
む
る
に
あ
る
乎
」（
明
治
二
十
二
年
一
月
二
十
二

日
『
國
民
之
友
』）
に
敷
衍
さ
れ
て
い
る
。
蘇
峰
は
「
文
學
の
目
的
は
人
を
樂
ま
し
む
る
に
あ
る
乎
」

で
「
人
を
樂
ま
し
む
る
」
こ
と
を
「
目
的
」
と
す
る
「
技
藝
家
」
の
な
か
に
文
学
者
も
含
め
る
と
す

る
意
見
を
、「
主
觀
的
の
目
的
」
即
ち
「
自
ら
文
學
者
と
し
て
立
つ
所
の
道
義
的
の
職
分
」
と
い
う

観
点
か
ら
否
定
す
る
。
も
ち
ろ
ん
「
社
會
經
濟
的
の
眼
孔
」
か
ら
判
断
す
れ
ば
文
学
者
も
「
技
藝
家
」

も
職
業
上
の
「
優
劣
」
は
な
く
、ま
た
生
活
を
す
る
上
で
収
入
を
得
る
と
い
う
行
為
も
「
固
よ
り
一
」

で
あ
る
。
だ
が
エ
マ
ソ
ン
な
ど
の
解
釈
に
従
っ
て
文
学
を
「
人
類
と
人
情
と
に
説
着
し
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
吾
人
に

4

4

4

敎
ゆ
る
所
の
も
の

4

4

4

4

4

4

4

」
と
見
做
す
な
ら
ば
、
文
学
者
の
「
主
觀
的
の
目
的
」
は
「
人
を
樂
ま
し
む
る
」

こ
と
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
「
人
間
社
會
に
立
ち
て

9

9

9

9

9

9

9

9

、
眞
理
と

9

9

9

、
善
德
と

9

9

9

、
美
妙
と
を
一
貫
し
た
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

高
尚
な
る
博
大
な
る
眞
摯
な
る
觀
念
の
觀
察
者
た
り

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
説
明
者
た
る
に
あ
り

9

9

9

9

9

9

9

9

」
と
な
る
。
結
果
と
し

て
「
最
も
幽
奥
な
る
哲
學
家
の
尺
度
に
於
て
す
ら
達
す
る
能
は
ざ
る
人
心
最
後
の
琴
線
に
觸
れ
て
快

感
を
與
ふ
る
」
も
の
の
、「
人
を
樂
し
ま
し
む
る
」
こ
と
は
「
文
學
者
の
客
觀
的
の
目
的
」
で
し
か

な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
な
お
「
文
學
の
目
的
は
人
を
樂
ま
し
む
る
に
あ
る
乎
」
に
お
い
て
娯
楽
目

的
の
文
学
観
を
排
斥
し
た
背
景
に
は
、中
国
で「
經
世
濟
民
の
法
術
た
る
學
問
」以
外
の
文
学
を「
卑
」

し
ん
だ
こ
と
と
同
様
に
、
江
戸
時
代
の
日
本
で
文
学
者
が
「
高
等
な
る
幇
間

4

4

4

4

4

4

」
と
見
做
さ
れ
て
い
た

歴
史
上
の
事
実
が
あ
っ
た
。
だ
が
「
高
等
な
る
幇
間

4

4

4

4

4

4

」
と
は
「
舊
日
本
」
の
位
置
付
け
で
し
か
な
く
、

蘇
峰
は
「
今
日
の
文
學
者
」
に
対
し
て
改
め
て
「
道
義
的
の
職
分
」
を
自
覚
す
る
よ
う
希
求
し
た
の

で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
当
時
の
蘇
峰
は
「
舊
日
本
」
的
な
娯
楽
目
的
の
文
学
観
を
否
定
し
、
エ
マ
ソ
ン
流

に
文
学
・
文
学
者
を
崇
高
な
存
在
と
位
置
付
け
、
そ
の
上
で
「
今
日
の
文
學
者
」
に
対
し
て
「
高
尚

な
る
責
任
」
を
自
覚
さ
せ
る
と
い
う
観
点
か
ら
明
治
文
学
を
「
進
歩
」
さ
せ
よ
う
と
目
論
ん
で
い
た

の
で
あ
る
。
魯
庵
も
例
え
ば
「
山
田
美
妙
大
人
の
小
説
」
で
儒
学
的
観
点
か
ら
い
わ
ゆ
る
純
文
学
に

類
す
る
詩
文
章
を
無
用
視
し
て
き
た
日
本
文
学
の
実
態
を
「
衰
運
」
と
捉
え
、
ま
た
文
芸
批
評
「
日

本
華
文
を
祝
す
」（
明
治
二
十
二
年
六
月
一
日
『
女
學
雜
誌
』）
で
批
評
の
意
義
を
文
学
の
「
進
歩
」

を
補
助
す
る
点
に
見
出
し
、
文
学
理
論
「
小
説
は
遊
戯
文
字
に
あ
ら
ず
」（
明
治
二
十
二
年
十
二
月

二
十
五
日
『
女
學
雜
誌
』）
で
小
説
を
「
遊
戯
文
字
」
と
見
做
し
て
「
字
句
の
美
」
や
「
趣
向
の
奇
」

だ
け
を
重
ん
じ
る
「
エ
セ
文
學
者
」
を
糾
弾
し
て
い
た
。「
舊
日
本
」
の
娯
楽
的
・
戯
作
者
的
な
文

学
観
の
矯
正
を
批
評
の
焦
点
と
し
て
い
た
事
実
に
お
い
て
、
両
者
の
方
向
性
は
一
致
し
て
い
た
と
見

做
せ
よ
う
。

ま
た
「
新
日
本
の
詩
人
」
に
よ
る
と
蘇
峰
は
依
田
學
海
か
ら
「
支
那
の
詩
」
の
妙
味
に
つ
い
て
教

え
を
受
け
た
際
、「
格
調
聲
律
に
拘
は
る
の
甚
だ
し
き

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」
こ
と
の
弊
害
を
悟
っ
た
と
い
う
。
確
か
に

詩
歌
に
お
い
て
「
格
調
聲
律
を
尊
ふ
」
こ
と
は
「
古
今
東
西
」
同
じ
だ
が
、「
格
調
聲
律
に
拘
は
る
」

こ
と
は
「
愈
よ
窮
屈
に
し
て

4

4

4

4

4

4

4

、
愈
よ
進
歩
す
る
事
尠
く

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
隨
て
人
を
感
す
る
の
甚
た
薄
き

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
に
到
る

四



内
田
魯
庵
研
究

と
い
う
の
で
あ
る
。「
支
那
の
詩
よ
り
脱
胎
換
骨
し
來
り
た
る
」
和
歌
も
、
同
じ
く
「
格
調
聲
律
に

拘
は
る
」
弊
害
に
陥
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
如
何
に
「
雄
大
好
尚
の
思
想
」
で
あ
ろ
う
と
も
、
わ
ず

か
「
三
十
一
假
文
字
」
の
な
か
に
含
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
制
約
の
た
め
、

和
歌
の
美
は
誠
に
美
な
れ
ど
も

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
其
美
甚
た
少
に

4

4

4

4

4

4

、
甚
た
薄
く

4

4

4

4

、
甚
た
輕
し

4

4

4

4

、
未
た
之
れ
を

4

4

4

4

4

以
て
宇
宙
の
美
を
示
現
す
る
に
足
ら
ず

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。

と
評
す
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
日
本
詩
壇
の
弊
害
を
明
白
に
し
た
蘇
峰
が
、
次
い
で
問
題
解
決
の
た
め
に
指
摘
し
た

こ
と
は
「
詩
の
思
想

9

9

9

9

」
の
「
欠
乏
9

9

」
で
あ
っ
た
。「
新
日
本
の
詩
人
」
に
お
け
る
「
詩
の
思
想

9

9

9

9

」
と
は
「
宗9

敎
の
觀
念

9

9

9

9

、
道
義
の
觀
念

9

9

9

9

9

、
眞
理
の
觀
念

9

9

9

9

9

。
眞
理
と
善
德
と
美
妙
と
を
一
貫
し
た
る
高
尚
な
る
觀
念

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」

が
「
優
悠
涵
泳
し
て
自
然
に
化
成
し
た
る
も
の
」
を
意
味
し
、
要
は
作
者
の
「
精
神
」
に
帰
属
す
る

「
觀
念
」
の
こ
と
と
換
言
で
き
る
。
故
に
「
苟
も
詩
の
思
想
中
に
動
け
ば
詩
の
格
調
聲
律
は
自
か
ら

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

外
に
應
し
て
來
る

4

4

4

4

4

4

4

」
と
い
う
所
見
の
も
と
、「
格
調
聲
律
あ
つ
て

4

4

4

4

4

4

4

、
然
し
て
後
に
詩
人
あ
る
に
非
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、

詩
人
あ
つ
て
然
し
て
後

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
格
調
聲
律
あ
る

4

4

4

4

4

4

」
と
い
う
構
図
と
な
る
。
つ
ま
り
蘇
峰
は
「
格
調
聲
律
」

と
い
う
外
面
の
要
素
よ
り
も
、
作
者
の
「
觀
念
」
で
あ
る
と
こ
ろ
の
「
詩
の
思
想

9

9

9

9

」
に
こ
そ
「
人
を
4

4

感
す
る

4

4

4

」
要
因
が
存
在
す
る
と
捉
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
蘇
峰
が
「
詩
の
思
想

9

9

9

9

」
を
詩
の
根
幹
と
見
做
し
た
こ
と
は
、
前
述
し
た
エ
マ
ソ
ン
流
の

「
高
尚
な
る
責
任
を
有
す
る
」
崇
高
な
詩
人
観
と
一
貫
し
た
所
見
で
あ
っ
た
。「
新
日
本
の
詩
人
」
に

よ
る
と「
絶
大
絶
高
の
美
妙

9

9

9

9

9

9

9

」を
出
現
さ
せ
る
た
め
に
は「
宇
宙
の
大
要
素

9

9

9

9

9

9

」で
あ
る「
上
帝
9

9

」・「
人
類
9

9

」・

「
萬
有
9

9

」
の
三
要
素
を
合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
、「
此
の
美
妙
を
吸
収
し
て
人
類
に
分
配
す
る

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」
こ
と

こ
そ
「
詩
人
の
職
分

9

9

9

9

9

」
で
あ
る
と
い
う
。
ま
た
詩
人
は
「
上
帝
と
人
類
と
萬
有
と
の
紹
介
者

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」
と
し

て
「
唯
た
詩
人
の
玉
の
如
き
思
想
を
以
て

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、上
帝
を
人
と
一
致
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、人
を
萬
有
と
一
致
し

4

4

4

4

4

4

4

4

、天
地
萬
物

4

4

4

4

、

神
人
共
に
一
躰
と
な
り

4

4

4

4

4

4

4

4

4

、
宇
宙
的
の
觀
念
始
め
て
人
の
上
に
輝
き
出
つ
る
を
得
る

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

」
と
い
う
。
つ
ま

り
詩
人
は
「
玉
の
如
き
思
想

4

4

4

4

4

4

」
即
ち
「
詩
の
思
想

9

9

9

9

」
に
よ
り
、「
宇
宙
の
大
要
素

9

9

9

9

9

9

」
で
あ
る
「
上
帝
9

9

」・

「
人
類
9

9

」・「
萬
有
9

9

」
の
三
要
素
を
合
わ
せ
て
「
絶
大
絶
高
の
美
妙

9

9

9

9

9

9

9

」
を
出
現
さ
せ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

蘇
峰
は
エ
マ
ソ
ン
の
詩
人
讃
美
に
影
響
を
受
け
て
詩
人
を
「
宇
宙
の
美
妙
を
吸
収
し
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、
之
を
同
胞

9

9

9

9

の
人
類
に
分
配
す
る
も
の

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」
と
位
置
付
け
て
い
た
が
、「
宇
宙
の
美
妙
を
吸
収

9

9

9

9

9

9

9

9

」
す
る
に
お
い
て
「
詩9

の
思
想

9

9

9

」
が
媒
介
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
導
け
る
。

概
括
す
る
と
蘇
峰
が
詩
人
を
「
宇
宙
の
美
妙
を
吸
収
し
て

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

、之
を
同
胞
の
人
類
に
分
配
す
る
も
の

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

」

と
見
做
し
て
「
絶
大
絶
高
の
美
妙

9

9

9

9

9

9

9

」
を
出
現
さ
せ
る
た
め
に
「
詩
の
思
想

9

9

9

9

」
を
詩
の
根
幹
と
し
、
ま

た
詩
が
「
人
を
感
す
る

4

4

4

4

4

」
要
因
を
追
究
し
て
「
格
調
聲
律
」
で
は
な
く
「
詩
の
思
想

9

9

9

9

」
即
ち
作
者
の

「
觀
念
」
を
重
視
す
る
よ
う
揚
言
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
要
は
外
面
的
な
修
飾
で
は
な
く
、
作

者
の
内
面
に
こ
そ
人
を
感
化
す
る
要
因
が
存
在
す
る
と
い
う
文
学
理
念
で
あ
る
。
蘇
峰
の
文
学
理
念

は
初
期
の
魯
庵
批
評
で
展
開
さ
れ
た
「
風
姿
」・「
風
情
」
論
と
一
致
す
る
。
魯
庵
は
文
学
理
論
「
詩

文
の
感
應
」（
明
治
二
十
二
年
七
月
二
日
『
國
民
之
友
』）、
及
び
文
学
理
論
「
文
學
の
粉
飾
」（
明
治

二
十
二
年
十
月
二
十
二
日
『
國
民
之
友
』）
に
お
い
て
詩
文
の
有
す
る
「
感
應
」
即
ち
人
の
心
を
揺

さ
ぶ
る
力
に
着
目
し
、「
風
姿
」
即
ち
文
章
な
ど
の
雕
琢
を
偏
重
す
る
よ
り
も
、「
風
情
」
即
ち
作
者

の
創
作
理
念
「
精
神
」
を
主
体
に
す
べ
き
と
提
言
し
て
い
る
。
両
者
の
文
学
理
念
に
明
ら
か
な
共
通

点
が
導
け
よ
う
。
な
お
「
詩
文
の
感
應
」
と
「
文
學
の
粉
飾
」
が
掲
載
さ
れ
た
の
は
魯
庵
が
当
時
所

属
し
て
い
た
『
女
學
雜
誌
』
で
は
な
く
、
そ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
繋
が
り
の
な
か
っ
た
民
友
社
の
機
関

誌
『
國
民
之
友
』
で
あ
っ
た
。
こ
の
唐
突
な
掲
載
誌
の
変
更
と
い
う
点
か
ら
も
、
魯
庵
の
「
風
姿
」・

「
風
情
」
論
と
蘇
峰
の
文
学
観
と
の
関
係
性
が
推
察
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

周
知
の
通
り
、
蘇
峰
は
決
し
て
専
門
の
文
芸
批
評
家
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
娯
楽
目
的
の
文
学
観

を
否
定
し
た
「
文
學
の
目
的
は
人
を
樂
ま
し
む
る
に
あ
る
乎
」
な
ど
、
評
論
の
発
表
年
月
日
は
皆
蘇

峰
が
魯
庵
に
先
ん
じ
て
い
る
。
し
か
も
当
時
に
お
い
て
は
評
論
家
と
し
て
の
格
も
蘇
峰
の
方
が
数
段

上
で
あ
っ
た
。
魯
庵
が
初
め
て
明
確
に
「
精
神
」
を
作
品
評
価
の
焦
点
と
し
た
文
芸
批
評
「
忍
月
居

士
の
『
お
八
重
』」（
明
治
二
十
二
年
五
月
十
一
、十
八
日
『
女
學
雜
誌
』）
に
お
い
て
も
、
蘇
峰
の
文

芸
批
評
「
捨
小
舟
」（
明
治
二
十
一
年
五
月
四
日
『
國
民
之
友
』）
の
な
か
の
「
全
篇
の
精
神
皆
な
此

一
點
に
渦
巻
き
來
れ
り
」
と
い
う
評
言
の
影
響
が
指
摘
で
き
る
が
、
概
し
て
魯
庵
の
方
が
蘇
峰
に
影

響
を
受
け
た
と
見
做
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
魯
庵
は
前
掲
「
問
は
ず
語
り
」
の
な
か
で
、
蘇
峰
の
「
知

己
に
感
じ
た
」
た
め
に
文
学
修
業
を
断
念
し
て
ま
で
『
國
民
新
聞
』
に
入
社
し
た
と
綴
っ
て
い
る
が
、

当
時
の
魯
庵
に
お
け
る
蘇
峰
の
影
響
を
考
慮
す
れ
ば
、『
國
民
新
聞
』
へ
の
招
聘
は
願
っ
て
も
い
な

い
勧
誘
で
あ
っ
た
。

だ
が
や
が
て
明
治
の
文
学
界
は
「
文
學
極
衰
」
論
議
や
『
浮
城
物
語
』
論
争
、
及
び
人
生
相
渉
論

争
な
ど
を
経
て
文
学
の
本
質
と
存
在
意
義
を
新
た
な
課
題
と
し
て
い
く
。
こ
の
時
勢
的
な
課
題
を
背

景
に
蘇
峰
は
詩
や
小
説
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
軟
文
学
を
見
限
り
、
評
伝
や
史
論
な
ど
の
い
わ
ゆ
る
硬
文

学
を
次
第
に
推
進
す
る
こ
と
と
な
る
。
対
し
て
魯
庵
は
文
学
プ
ロ
パ
ー
と
し
て
詩
や
小
説
の
本
質
的

な
価
値
を
訴
え
続
け
、
同
時
に
当
時
の
未
熟
な
人
情
主
義
小
説
を
詩
学
的
・
美
学
的
観
点
か
ら
進
歩

五
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第
三
十
五
号

変
遷
さ
せ
、
文
学
理
論
『
文
學
一
斑
』（
明
治
二
十
五
年
三
月
、
博
文
館
）
に
到
り
「
魯
西
亜
近
代

の
詩
」
に
代
表
さ
れ
る
「『
ド
ラ
マ

4

4

4

』
的
の
小
説

4

4

4

4

」
を
「
來5

る
べ
き
の
詩

5

5

5

5

5

」
と
位
置
付
け
る
こ
と
と

な
る
。
当
初
は
「
舊
日
本
」
的
な
娯
楽
目
的
の
文
学
観
の
否
定
と
い
う
共
通
点
が
導
け
た
両
者
で
あ

る
が
、時
勢
的
な
課
題
を
背
景
に
異
な
る
文
学
像
を
標
榜
す
る
に
到
っ
た
。「
政
治
や
宗
敎
」に「
熱
心
」

な
民
友
社
と
「
常
識
あ
る
文
藝
至
上
主
義
者
」
魯
庵
と
の
差
異
が
表
面
化
し
た
と
見
做
せ
る
。
と
も

に
「
眞
面
目
な
る
文
學
」
を
根
幹
に
抱
懐
し
つ
つ
も
、
理
想
と
す
る
文
学
像
の
志
向
性
が
異
な
る
と

い
う
或
る
種
の
ね
じ
れ
た
事
情
が
、『
國
民
新
聞
』
を
退
社
し
た
後
も
寄
稿
だ
け
は
続
け
る
と
い
う

魯
庵
と
民
友
社
と
の
関
係
を
築
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

註
（1）
次
に
魯
庵
の
文
章
が
『
女
學
雜
誌
』
に
確
認
で
き
る
の
は
、
文
芸
批
評
「
こ
わ
れ
指
輪
を
讀
ん

で
」（
明
治
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日
『
女
學
雜
誌
』）
で
あ
る
。

（2）
資
料
で
は
「
金
」
の
文
字
を
前
記
の
繰
り
返
し
の
記
号
「
〃
」
で
表
記
し
て
い
る
。
本
稿
で
は

便
宜
上
「
金
」
に
改
め
た
。

（3）
高
野
静
子
「
解
題
」
に
よ
る
と
「
覚
書
」
は
「
二
三
・
三
㎝
×
一
五
・
三
㎝
和
綴
帳
。
柿
色
の
表

紙
」
で
あ
り
、「
明
治
二
十
三
年
一
月
か
ら
三
月
ま
で
の
覚
書
」
で
あ
る
と
い
う
。

（4）
ち
な
み
に
当
時
の
「
民
友
社
の
給
料
」
が
「
安
か
っ
た
」
こ
と
は
、『
徳
富
蘇
峰　

記
念
館
所
蔵

民
友
社
関
係
資
料

集
』
収
録
の
高
野
静
子
「
解
題
」
も
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
解
題
」
に
よ
る
と
明
治

二
十
五
年
八
月
に
入
社
し
、
北
村
透
谷
と
の
人
生
相
渉
論
争
な
ど
で
有
名
な
山
路
愛
山
が
「
独

立
」
し
た
「
き
っ
か
け
の
一
つ
」
も
「
安
い
給
料
に
あ
っ
た
」
と
い
う
。

（5）
本
稿
で
は
伊
藤
隆
・
酒
田
正
敏
編
『
徳
富
蘇
峰
関
係
文
書
（
近
代
日
本
史
料
選
書
７
‐
１
）』（
昭

和
五
十
七
年
十
月
、
山
川
出
版
社
）
に
収
録
さ
れ
た
魯
庵
の
蘇
峰
宛
書
簡
を
参
照
し
た
。
注
記

に
よ
る
と
封
筒
の
表
に
は
「
京
橋
区
日
吉
町
四
番
地
国
民
新
聞
社
、
徳
富
猪
一
郎
様
」
と
、
ま

た
裏
に
は
「
神
田
小
川
町
六
十
八
番
地
大
村
家
之
助
方
、
内
田
貢
、
五
月
三
十
一
日
」
と
記
し

て
あ
っ
た
と
い
う
。
な
お
「
差
出
年
は
消
印
に
よ
る
」
と
い
う
。

（6）
蘇
峰
の
明
治
二
十
三
年
五
月
三
十
日
付
魯
庵
宛
書
簡
（
昭
和
五
十
九
年
六
月
『
民
友
』
収
録
）

に
よ
る
と
蘇
峰
は
梅
花
を
招
聘
す
る
に
際
し
、「
従
来
嵯
峨
の
屋
先
生
に
差
し
出
し
た
る
分

（
十
五
円
）」
を
月
給
と
し
て
提
示
し
た
と
い
う
。
確
か
に
『
徳
富
蘇
峰　

記
念
館
所
蔵

民
友
社
関
係
資
料
集
』
収

録
の
「
日
誌
」
か
ら
明
治
二
十
三
年
三
月
と
四
月
の
二
ヶ
月
間
、嵯
峨
の
屋
が
「
一
金
十
五
円
」

の
給
料
で
「
編
輯
員
」
と
し
て
働
い
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
も
六
月
か
ら
は
「
矢

崎
（
嵯
峨
の
屋
＝
引
用
者
）」
と
入
れ
替
わ
り
で
「
中
西
」
の
名
前
が
登
場
し
て
お
り
、
蘇
峰

の
魯
庵
宛
書
簡
の
通
り
に
嵯
峨
の
屋
の
分
の
給
料
で
梅
花
を
招
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

（7）
書
簡
に
あ
る
「
森
田
」
と
は
、
前
掲
「
蘇
峰
覚
書
」
か
ら
「
客
員
」
と
い
う
身
分
で
招
聘
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
森
田
思
軒
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

（8）
蘇
峰
の
明
治
二
十
三
年
五
月
三
十
日
付
魯
庵
宛
書
簡

（9）
あ
く
ま
で
初
期
批
評
に
お
い
て
、
し
か
も
一
定
量
の
寄
稿
が
窺
え
る
期
間
だ
け
を
指
す
。
魯
庵

の
『
國
民
新
聞
』
へ
の
寄
稿
は
、
単
発
の
も
の
を
含
め
る
と
明
治
時
代
を
通
し
て
見
出
せ
る
。

ま
た
書
簡
か
ら
窺
え
る
蘇
峰
と
の
交
友
は
昭
和
ま
で
続
い
て
い
る
。

（10）
当
時
の
蘇
峰
が
政
治
小
説
、
及
び
人
情
主
義
小
説
に
注
目
し
て
い
た
こ
と
は
「
近
來
流
行
の
政

治
小
説
を
評
す
」（
明
治
二
十
年
七
月
十
五
日
『
國
民
之
友
』）
に
明
ら
か
で
あ
る
。

六


